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政治を動かす・未来を動かす

明けましておめでとうございます。
新しい年が本当におめでたいと祝える年になる
とよいですね。そして日弁連、弁護士会の抱える
諸々の政策課題がひとつひとつ実現に向かって歩
を進めているという実感がもてる年になるとよい
ですね。
歩を進めるには、日弁連・弁護士会が一丸となっ
て社会にアピールし、運動を強めることが肝要で
すが、対「社会」の肝は、やはり立法・行政府に
あります。訴求力は一朝一夕に培われるものでは
ありません。議員、官僚などの方々と日頃の顔を
見える関係性を地味ながら紡いでいくことが大事
です。
弁政連はそのベーシックなところを、各支部と
連携して担っています。吉田誠司京都弁護士会会
長（令和 ５年度）が「あってよかった弁政連」と
いうお題で、支部のニュースに寄稿されています。
再審法改正運動で議員の橋渡しを弁政連が行った
ということです。加入して直接のごりやくが見え
なくとも、いざという時の「あってよかった弁政
連」なのです。この潜在的な役割こそが日弁連の
潜在的成長率を高めているのです。
支部との意見交換会、支部間交流など支部との
連携を強化し、地元議員、自治体の首長・議員と
の意見交換を促進し、日弁連・弁護士会の政策実
現に一丸となって取り組む所存であります。何と
ぞひとりでも多くの会員にご加入戴き、弁政連の
活動にご理解・ご協力賜りますようお願い申し上
げます。

明けましておめでとうございます。
日弁連会長に就任以来、民事法律扶助改革・改
善、再審法改正や谷間世代に関する問題の解消に向
けた活動等に取り組んできました。
それらの活動の中では、院内意見交換会の開催や
応援・賛同メッセージなど、国会議員の皆様に多大
なご協力をいただきました。
そのほかにも、ダイバーシティ＆インクルージョ
ン（Ｄ＆Ｉ）の推進やオンライン接見の実現に向け
た活動など、多くの課題に取り組んできました。こ
れらの、日弁連、弁護士会が取り組む諸課題につい
ては、法改正や予算措置の必要性を伴うものも多
く、これらを実現していくためには政府や国会議
員、政党の皆様のご理解とご協力が不可欠です。
弁政連の皆様にはこれまでも様々な場面でお世
話になってきておりますが、取り組むべき諸課題
が多様化している現状において、これまで以上に
弁政連と日弁連が連携して取組を進めていく必要
があります。
私の日弁連会長としての任期は残り僅かとなり
ましたが、任期満了までの間、各課題に全力を傾注
する所存ですので、弁政連会員の皆様におかれまし
ては、変わらぬご支援、ご協力を賜りますよう、お
願い申し上げます。本年もよろしくお願い申し上げ
ます。

あってよかった弁政連 更なる改革に向けて

日本弁護士政治連盟
理事長　菊地 裕太郎

日本弁護士連合会
会長　小林 元治
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懇談会報告
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自由民主党（2023年11月 1 日）

立憲民主党（12月 5 日）

公明党（11月29日）

政党懇談会
　2023年11月から12月にかけて、自由民主党、公明党、日本維新の会、立憲民主党及び国民民主党との懇談会を開催
しました。
　日弁連からは各懇談会で共通して、次のテーマが出されました。
( 1 ) 再審法改正についてー法改正の具体的イメージー
( 2 ) ダイバーシティ&インクルージョンについてー多様性が活かされる社会に向けてー          （幹事長　齋藤 和紀）

２０２３年11月 1 日、自由民主党との懇談会が開催された。自由民主党から
は、森英介 衆議院憲法審査会会長、山本有二 税制調査会副会長、柴山昌彦 
政務調査会長代理、宮﨑政久 厚生労働副大臣をはじめ１９名の国会議員が出
席され、 ７ 名が代理出席された。日弁連・弁政連からは、小林元治 会長、
菊地裕太郎 理事長をはじめ弁護士２９名が出席した。日弁連から、再審法改
正について改正法の具体的イメージ、ダイバーシティ＆インクルージョン
について多様性が活かされる社会に向けての日弁連・弁護士会の取り組み
の現状について説明・報告がなされた。自由民主党からは、再審法改正に
関する意見を中心に、これらのテーマに関する意見が出されるとともに、
そのほかにも法曹養成、犯罪被害者支援、AIの利活用など幅広いテーマに
ついて発言がなされた。　　　　　　　（企画委員会副委員長　金子 春菜）

2023年12月 5 日、立憲民主党との朝食懇談会が開催された。立憲
民主党から、泉健太 代表をはじめ17名の国会議員が出席された。日
弁連及び弁政連からは、小林元治 会長、菊地裕太郎 理事長をはじ
め29名が出席した。

双方代表のあいさつの言葉があった後、日弁連側から再審法改正問
題 の 説 明 と ダ イ バ ー シ テ ィ ＆ イ ン ク ル ー ジ ョ ン に 関 す る 説 明 が あ
り、その後最近の政治情勢を踏まえて国会議員それぞれから発言がな
され、特に「政治資金収支報告書」の問題については関心が高かった。
また国政において弁護士議員が必要とされていることが強調されて
いた。

（企画委員会委員長代行　豊田 賢治）

２０２３年１１月２９日、公明党との懇談会が開催された。公明党から、山
口那津男 代表、北側一雄 副代表、石井啓一 幹事長、大口善徳 政務
調査会長代理、國重徹 国土交通部会長、矢倉克夫 財務副大臣をはじ
め ９ 名の国会議員が出席された。日弁連・弁政連からは、小林元治 
会長、菊地裕太郎 理事長をはじめ弁護士３３名が出席した。日弁連か
ら、各テーマについて説明・報告がなされた。公明党からは、各テー
マに関する意見が出されるとともに、再審法改正、取調べ可視化、オ
ンライン接見、民事法律扶助制度の対象範囲の拡大、財産分与の除斥
期間の伸長、選択的夫婦別姓、同性婚、外国人技能実習制度及び特定
技能制度など幅広いテーマについて意見が出された。

（企画委員会副委員長　伊藤 蔵人）
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日本維新の会（11月30日）

国民民主党（12月14日）

２０２３年１１月３０日、日本維新の会との懇談会が開催された。日本維新の会
から、藤田文武 幹事長、音喜多駿 政務調査会長、高木かおり ダイバーシ
ティ推進局長、池下卓 法務部会長をはじめとする衆参合計１３名の国会議員
が出席された。日弁連・弁政連からは、小林元治 会長、菊地裕太郎 理事長
はじめ２８名の弁護士が出席した。日弁連から、再審法改正について配布資
料をもとに説明・報告と支援の要請がなされ、またダイバーシティ＆イン
クルージョンについて官民挙げての協力の必要性について説明がされた。
議論は双方向的な活発なものとなり、旧統一教会の被害者救済に向けた法
整備における与野党間の早急な合意の必要性、選挙制度改革、外国人技能
実習制度の見直しなど、幅広いテーマについて意見交換がなされた。

（企画委員会副委員長　矢野 敏樹）

２０２３年12月14日、国民民主党との懇談会が開催された。国民民主党から
は、玉木雄一郎 代表、大塚耕平 代表代行、古川元久 企業団体委員長、舟
山康江 参議院議員会長、伊藤孝恵 組織委員長をはじめ ９ 名の国会議員が出
席された。日弁連・弁政連からは、小林 会長、菊地 理事長をはじめ弁護士
３２名が出席した。小林 会長は、冒頭の挨拶の中で、政策的な共通性があり
期待している旨述べて、懇談に入った。旧統一教会の被害者救済の特例法、
再審法改正、ガソリン税トリガー条項、政党改革、外国人技能実習生制度、
空襲問題の国会議員連盟、法曹谷間世代、日本版ＤＢＳ、プライバシー、
アウティング対策、自動運転の責任所在、拘置所の統廃合、戦後政党政治
の変遷など幅広いテーマについて発言があり、活発な意見交換があった。

（企画委員会副委員長　岡本 光樹）
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政党懇談会資料

当日の説明資料は、弁政連のサイト（http://www.benseiren.jp/）「活動日誌」から御覧いただけます。
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古庄はるとも参議院議員との交流会

塩崎彰久議員が厚生労働大臣政務官に就任しました

宮﨑政久議員が厚生労働副大臣に就任しました

矢倉克夫議員が財務副大臣に就任しました

安江伸夫議員が文部科学大臣政務官に就任しました

濵地雅一議員が厚生労働副大臣に就任しました

門山宏哲議員が法務副大臣に就任しました

塩崎 彰久 議員
自由民主党　衆議院愛媛 １ 区　当選 １ 回
第一東京弁護士会会員（司法修習５５期）
内閣官房秘書官を歴任。

宮﨑 政久 議員
自由民主党　衆議院比例九州　当選 ４ 回
沖縄弁護士会会員（司法修習４７期）
衆議院法務委員会理事、内閣委員会理事、
外務委員会理事等を歴任。

矢倉 克夫 議員
公明党　参議院埼玉　当選 ２ 回
埼玉弁護士会会員（司法修習５３期）
農林水産大臣政務官、参議院法務委員長、
予算委員会理事等を歴任。

安江 伸夫 議員
公明党　参議院愛知　当選 １ 回
愛知県弁護士会会員（司法修習６７期）
参議院文教科学委員会委員、政府開発援
助等及び沖縄・北方問題に関する特別委
員会委員所属。

濵地 雅一 議員
公明党　衆議院比例九州　当選 ４ 回
東京弁護士会会員（司法修習６１期）
外務大臣政務官、衆議院外務委員会理事、
法務委員会理事等を歴任。

門山 宏哲 議員
自由民主党　衆議院比例南関東　当選 4 回
千葉県弁護士会会員（司法修習４５期）
法務大臣政務官、衆院安全保障委員会理
事、憲法審査会委員等を歴任。

２０２３年１１月１６日、古庄 はるとも 参議院議員（自由民主党・大分県選挙区、大分県弁護士会・修習３７期）（以下「古
庄議員」といいます。）との交流会が、弁護士会館にてオンライン併用のハイブリッド形式で開催されました。三
宅弘 副理事長（企画委員長）らがリアル出席、大分県、大阪、東京の各支部からWEB出席者があり、さらに日弁
連から小林元治 会長も出席され、総勢１６名となりました。

三宅副理事長による開会挨拶の後、古庄議員から自己紹介をいただき、政治家を志された経緯、取り組まれてい
る政策、法曹が国政に携わることの意義・魅力、現在の活動や今後の目標などのご講話、出席弁護士等へのメッセー
ジをいただきました。

特に、３０年もの弁護士経験を積まれた古庄議員がその経験を政治に生かすため国会議員を目指した思い、参院法
務委員会における危険運転致死罪や共同親権等の政策課題に関する問題意識と奮闘のご様子のお話に感銘を受けま
した。

その後の質疑応答では、若手会員等参加者から多くの質問がなされ、古庄議員も一つ一つ丁寧に回答くださいま
した。また、小林会長と日弁連の課題も踏まえた活発な議論も展開されました。

最後に、上野貴士 大分県支部事務局長、石川剛 常務理事、寺前隆 副理事長、豊田賢治 企画委員長代行から挨
拶がなされ閉会に至りました。充実した交流会であり瞬く間に時間となりました。

古庄議員のさらなる活躍を期待しております。
（理事・企画委員会副委員長　中西 哲男）
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「緑陰の集い」―全方位国会議員懇談会の取組
� 福岡県支部 幹事長　吉田 知弘

横浜地裁相模原支部における合議制等の実現要請
� 神奈川支部 幹事　安藤 圭輔

編集
後記

令和 ５ 年１０月 ２ 日（月）、公明党所属の各級議員と神奈川県弁護士会、弁政連神奈川支部との懇談会が開催された。
当日は、公明党側より、佐々木 さやか 参議院議員のほか、相模原市・座間市選出の市議会議員合計１１名にご出

席頂いた。一方、弁護士側からは、島崎友樹 神奈川県弁護士会会長、服部政克 弁護士政治連盟神奈川支部幹事長
ほか１３名が参加した。

懇談テーマの中心は、横浜地方裁判所相模原支部での合議制及び労働審判実現であった。はじめに弁護士側（齋
藤守 神奈川県弁護士会相模原支部支部長を中心に）より、地裁相模原支部に合議制がないことによる市民の不都
合事例紹介や、これまでの弁護士会の活動内容等について説明を行い、その後、議員との間で質疑応答を行った。

当日は上記テーマについて資料が配布されたが、議員側はそれらを熱心に読まれ、市民目線の質問や提言が活発
にされた。中には自らの裁判経験に基づく発言を行ってくださった議員もいた。弁護士出身である佐々木さやか参
議院議員からも、その知見を基にした質問、意見を頂いた。

終盤、議員側から「不都合事例の紹介で理解を深めることが出来た」「国への働きかけをしていく必要がある」といっ
た感想を頂いた。そして最後には、今回の懇談会を契機に、横浜地裁相模原支部での合議制及び労働審判実現に向け
て弁護士会と協力して進めていくということで、議員側・弁護士側とで意見が一致し、本懇談会は盛会裏に終わった。

地裁の支部機能充実
は重要なテーマである
が、IT化等に比して、
進展が進みづらい分野
でもある。弁政連とし
て、今後、各政党の議
員に対して、引き続
き、懇談会等を通じて
要請を行っていく必要
性を改めて感じた。

福岡県支部では、例年「新春の集い」を開催し、福岡県内の選挙区（比例区を含む）から選出された国会議員の
先生方を広くお招きし、弁護士会執行部や弁政連役員、弁護士会一般会員を交えて懇談・懇親の機会とする活動を
行ってまいりました。この数年はコロナ禍のために何度も延期や中止を繰り返しておりましたが、満を持して令和
5 年 8 月 6 日に再開し、夏場実施であることから、名称も「緑陰の集い」としました。

当支部における国会議員懇談会の際立った特徴は、議員の所属政党や会派の区別なく、全ての国会議員を一堂に
お招きしているところにあります。国会議員の御理解もあって、例年、与野党国会議員（御本人）10名程度にご出
席いただいており、秘書の代理出席を含めると20名前後の出席があります。今回も、自民、公明、立憲、維新、共
産の各党から国会議員 9 名、秘書10名の御出席があり、弁護士会からは大神昌憲 会長はじめ執行部多数、弁政連
支部から福島康夫 支部長をはじめ役員12名が出席しました。

短時間ながら弁護士会の活動報告も行っており、重要な政策課題に関する会の方針を全政党の国会議員に向けて
アピールできる貴重な機会となっております。本年度は谷間世代問題と再審法改正問題を取り上げ、出席議員から
は、再審法改正は専門性が高いものの、改めて注目していきたいとの声も上がりました。この会合は、議員本人と
膝詰めで懇談できる点で、個人的な信頼関係を結ぶことにも役立ち、弁護士会のプレゼンスを高める上でも極めて
有意義です。広くご注目いただく価値があるものと自負しております。

全ての人々が平和に生きる日が来ることを！（さいとう）　　「誰一人取り残さない」、その言葉の重み。（こだいら）
初の寄稿です。今後、精一杯頑張ります。（さとう）　　　　今年はパリ！平和な熱い夏になれば。（あんどう）
今年はアメリカ大統領選挙の年。良き選択を。（やまなか）　　今年はパリオリンピックイヤー。熱い戦いを期待。（なかにし）
本年が皆様にとり良い年になりますように。（おがわ）　　　新チームスにやっと入れました！（いしい）


